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サ ツ マ イ モ が 21 世紀の 地球を救う
- プラス チ ッ ク原料 ､ 水素原料 , 食料 ､ 健康 ･ 医薬食品 ､ カバ ー プ ラ ン ツ な どと して 一
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講演要旨
現在 60億人 を超えた地球人 口 は ､ 202 5年に は約 8 0億人になり ､ そ の うち の 70億人 の
はア ジア ､ ア フ リカお よび南米 に集中する と予想 されて い る ｡ この 人 口 増加地域 にお い て
生活水準 の持続的向上 を実現 し つ つ ､ 石 油資源 の 節約 ､ 環境汚染 の 抑制お よび食料 の 増産
を達成す るには , 従来と異なる視点か らの 研究開発と産業振興が必 要で ある｡
筆者 らは ､ 上記 の 問題解決にサ ツ マ イ モ 産業が貢献すると考えて い る｡ そ の 全体構想 の
概要 は以下 の ようで あ る｡
1) サ ツ マ イ モ のデ ン プ ン からポリ乳酸 を経て 生分解性 の プラ ス チ ッ ク ス を生産す る｡
2) サ ツ マ イ モ ･ ア ル コ ー ル (エ タ ノ ー ル) か ら生産され る水素を ､ 自動車用 ･ 家庭用な
どの燃料電池 の水素源 とする｡
3) ビタミ ン類 ･繊維 ･ 色素な どを多量に含む サ ツ マ イ モ を原料と して健康食晶 ･ 飲料 ､ 医
薬品 ､ 染料 な どを生産する｡
4) サ ツ マ イ モ を乾燥 して ､ トウモ ロ コ シな どに代わ る家畜飼料 とする｡
5) い ざと い うとき の食料 とする｡
1) - 3) は技術的に はす で に可能 で ある. コ ス ト的にもあと 一 息と い うと こ ろま達 し
て い る｡ 1) と 2) の 実現に より 石油使用量が節減され ､ 環境保全が進む ｡ 現在 , サ ツ マ
イ モ を原料 とす る焼酎､ メ タ ノ ー ル お よびデ ン プ ン 生産に お い て は多量 の 残 さを廃棄 し ､
環境を汚染 して い る｡ こ の 浅さ は将来宝 の 山と なる可能性が あり ､ 3) も有望 で あり ､ ま
た環境汚染が抑制 され る｡
サ ツ マ イ モ は熱帯原産 の植物で あり ､ 気候的には上記人 口 急増地域が栽培適 地 にな る｡
サ ツ マ イ モ は ､ 環境汚染源とな るチ ッ ソ肥料 を余り必要と しな い (チ ッ ソ 肥料を与えすぎ
ると地上部が繁茂 し ､ イ モ が肥大 しない ｡ 水 田稲作な どに比較 して ､ チ ッ ソ施用 量 は約 1/2
で済む) の で ､ やせ た砂地 土壌地域 などで栽培 で き る｡ 乾燥気候に 強 い の で ､ 必要 か ん水
量が少 なく て済む ｡ 苗 を植 えて か ら の 地上部 の 生 育が早 い の で ､ 速や かに 畑地 を被 い ､ 風
や雨による土壌浸食を防止 で きる｡
温帯 , 亜熱帯お よび熱帯にお けるサ ツ マ イ モ の 収穫可能量 は ､ イネ ､ コ ム ギ , トウモ ロ
コ シ な どの 主要穀類および ジャ ガイ モ などの 主要イ モ 類を ､ 1.5 - 2 倍程度上 回 る｡ プラ ス
テ ィ ッ ク原料 ､ 水素原料には大量 の サ ツ マ イ モ が必要なの で ､ 発展途上国 の農業 ･ 1次加 工
業が振興され る｡ サツ マ イ モ 生産国は ､ 21世紀にお い て ､ 石 油資源国と 同等 の 経済的な力
を獲得 して ゆく ことが予想される｡
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サツマイモが21世紀の
地球を救う
古在圭樹
千葉大学園芸学部
21世紀における′(イオ座業に
課せられた課遭
･ 環境保全(省チッソ肥料)下
での高収量
･ 節水､省力.省農薬､省石 油
･ 多用途(エ美原料､ 飼料. 食
料､健康 t加 工食品. 医薬品)
内 容
･ エネルギ､ 資源 ､ 環境. 食料同産
･ 生分解性プラスチックス ､ 水素
･ バイオマス ､ サ ツ マイモ の 生産暮
･ 単称単葉を用いた苗生産法およ
び収JL 拭検
･ 轄幹
サツマイモを原料として
生分解性プラスチックス
水素ガス(燃料電池用)
飼由､食料
医薬･ 健康食品等､ を製造
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生分解性プラスチックス
定義: ♯準試食法下で所定時間
内に微生物などの作用により低分
子化合物さらには水とc o2に分解
するプラスチックス ｡
原料:デンプン(トウモロコシ等)
微生物､ 石油
生分解性プラスチックス
(ポリ乳敢.P L A)の製法例
デンブン ラクチド･ モノマ ー
l 分解 l重合
♯( グルコ ー ス) ポリ乳鼓ポリマ ー
乳
I
B
輔 朋 董朗
l加島分# ･轄合 H2+0+C O2
燃料電池の特徴
･ 水素と鼓兼(空気)からt 気エネ
ルギを得る
･ 変換効辛が高い(75-8 0 %)
･ 廃棄物がない
･ 発電に回転 ･振動部品が不要
･ 発展途上の技術( 改良余地多し)
･ 用途が多い
生分解性プラスチックス の特稜
･ 水とc o2に分解されるの で . 使用鼓
処理が大轄軽漉し､ 低環境負荷｡
･ デンプンを原料とすれば､ 発音循環
型生産消兼体系が組み立てられる｡
･ 現行価格は. 石油系非分解性プラス
チックスの数倍 ｡ 石油使用Jt半漉
水素:最もクリ ー ンな
エネルギ ー の原料
･ メタノ ー ル(バイオマ ス)
･ 化石資源く石油 ､ 天然ガス)
･ メタンなどから製造
･ 水の電気分解 ､ 直接分解
発電方式と発電効率
発電方式 変換過程 効率 (%)
燃料電池 化学 一 電気 75 - 80
ディ ー ゼ ル 熱 - >機械 25- 3 5
発電 ->電気
太陽電池 光 ->電気 5 - 15
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主要作物の栽培両群､ 生産t. 収t
(m O, 2 0 0 0)
作物名 栽培面積
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トゥモロ シ 139
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ア ジア におけるサツマイモ載 面培
牡 , 生産t､ 収Jt(F A O,1999)
国名 栽培面積 生産量
万 ha l OO万 t
ア ジア 908
中国 581
ベ トナム 27
イ ン ドネシ ア 20
イ ン ド 14
フ ィ リ ピ ン 13
135
115
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1
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世界. アジアおよび中国における
サツ マイモ収t(I ha
-1)の軽年変化
西暦 世界 アシ
.
ア 中国
1991 13.2 15.0 1占.1
1 995 13.2 15.0 16.5
1 少97 15.0 17.5 1少.0
1 今夕9 14.少 1S.3 1タ.S
地域別サツマイモ栽培面積.
生産i､収主(F Åo, 1999)
地域 栽培面積
万 ha
世界 90S
ア ジア 671
ア フ リカ 199
アメ リカ 26
オセ ア ニ ア 11
生産量 収量
100万 t tha
-1
1 35 15
123 1S
9 5
2 9
1 9
日本におけるサツマイモ栽培
(1少99年)
1)栽培面報: 4. 5万ha
2) 生産暮: 1 0 0万トン
3)J&t: 22.6tha
-I
24.3 I ha
-1
(19 97年)
収1 ･ 栽培地域から見た
サツマイモの特撒
･ イネ. コムギ.トウモロコシ､ ･)
'
ヤがイモ
に比較してデンプン収1 が高い
･ 栽培地域はアジアとアフリカに
集中
･ 栽培地域がア･)
'
ァ･ アフリカの
人口急増地域と重なる
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サツマイモ栽培の特稜(l)
･ 干害. 高温 ､ 強見下でも高収i
･ 節水 .節肥料(低チッソ)栽培可能
･ 熱帯 ･亜熟帯域で周年栽培可能
･ 特殊 ･高度な栽培技術は不必要
･ 高資本投下は不必要
世界の地域別水資源Jt
(単位:1,0 00m3y
-I/c apita)
西暦 19$0 2 00 0
ア ジア
ア フリカ
中南米
ヨ ー ロ ッ パ
北米
5.1 3.3
9.4 5.1
4S.$ 2 8.3
4.4 4.1
21.3 1 7.5
サツマイモ の主成分
･ デンプン歩官り 25-S o 私
(アミロ ー ス:2 0-25 %)
･ タンパク茸 1 0%D W
･ ビタミンC､ ポリフェノ ー ル ､ アン
トシアン ､ カロテン
サツマイモ栽培の特撒(2)
･ グランドカバ ー 植物なの で土壌
浸食を防ぎ､ 台風などの災害
に強い
･ 塊根植物であるが ､ 茎葉も野
菜 ･飼料などとして利用可能
サツ マイモ栽培の 閉居点
･ 国幹的に研究投兼が少ない
･ 病害(ウイルス病. アリモドキゾウ
ムシによる食事など)による収土
佐下が大きい
･ バイテク研究が進展していない
･ 先遣 ･加 工 技術が未払である
サツマイモ の用途
･ デンプン
･ 青果(生食)
･ 家書損料
･ 肥料
･ ア ル コ ー ル ･
焼酎
･ 加 工 食品く菓子類 ･
ジュ ー ス 等)
･ 色素
･ 辞兼(アミラ ー ゼ等
･ *康食品 ･飲料
･ 医薬品
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各種作物の エタノ ー ル生産
植物名 塊 根 生 ユ タ ノ ー エ ネ ル ギ
産量 ル生産量 一 生産量
tb
-1
k L h
-1 Mc &l h
-1
サ ツ マ イ モ 21-73* 3.7-12.7 1.8-6.1
ジャガイ モ 27- 70* 3.1-8.1 1.5-3.7
コ メ 5-1 0 2.5-5.0 l.1-2.4
トウモ ロ コ シ 3_7 1.0_2.7 0.5-1.3
*乾物率 30_35 %
サツマイモ栽培の研究課麓
･ ウイルスフリ ー 昔利用の書及
･ 定植 ｡ 収社作兼の省力化
･ 私書での収t 増大のためのア
リモドキゾウムシ対策(防除 ･
育種)
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苗の種類とサツマイモ収1
苗の 榔 イ7
･
㌘収 脚 数( %)
対照区 31 后S
V 55R 39 71
V 35R 42 76
結 論
サツマイモ産兼は.生分解性プ
ラスティックス . 水素ガスおよぴそ
の他の原料として多面的に利用
され. 2 1世紀におけるバイオ産業
を推進し､ エ ネルギ､兼兼､環境､
食料同点の解決に兼赦する｡
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サ ツ マ イ モ 産業が 2 1世紀 の 人と地球を救う ! ?
商工ジ ャ ー ナ ル ,200 1年 1 月号 ,6216 6. (雑誌イ ン タ ビ ュ ー ) か ら ごく
一 部 を微修
正 して転載
古在豊樹 (千葉大学園芸学部)
二十 一 世紀の は じまりは ｢サ ツ マ イ モ｣ の話題か らお届け しよう. ｢なに､ サツ マ イ モ ?｣
な どと い わ ない で ｡ た しか に ､ い まで は マ イナ ー な作物だ が ､ 何と生分解性プ ラス チ ッ ク
や水素 ､ 健康食晶 ､ 医薬品も生み出せ る貴重な資源 なの だ ｡ そ の 大本になる 良質 の 苗が 閉
鎖 した建物 の 中で つ く られて い る｡ そ の 中心人物が千葉大学教授 ･ 園芸学部長 の 古在豊樹
氏 ｡ ｢サ ツ マ イ モ が今世紀 の 地球を救う｣ プ ロ ジ ェ ク トを立ち上げ ､ 実践中だ｡ 食料不足 ､
資源不 足 ､ 環境保全 の三 大課題 を克服す るカギを握 っ て い ると力説する｡ なぜな の か ､ そ
の わ けを知 りた い とは思い ませ ん か ｡
■ □ - ･ まず､ 古在教授 の 予測か ら紹介 しよう｡
主 なも の を上 げる と ､ 今後十年以 内に①サ ツ マ イ モ ･ デ ン プ ン由来の ポ リ乳酸か ら生分
解性プ ラス チ ッ ク の 生産が普及す る②サ ツ マ イ モ ･ ア ル コ ー ル か ら生産され る水素は ､ 燃
料電池や電気自動車な どの エ ネル ギ ー 源になる③デン プ ンや ア ル コ ー ル 生産に伴う残りか
す か ら , ビタ ミ ン類 ･ 繊維 ･ 色素な どを含む健康食品 ･ 飲料 ､ 抗が ん剤 を含む 医薬品 ､ 染
料が大量生産され る④ トウモ ロ コ シ飼料 の 代替と して ､ 乾燥サ ツ マ イ モ の 家畜飼料化が進
む⑤非常時の 食料と して利用が進む｡
｢地球 の 人 口 は現在 の 六十億人 か ら二 ○ 二 五年に は約八十億人 に なり ､ そ の うち七十億
人がア ジア ､ ア フ リカ , 南米 の 発展 途上 国に集中する｡ サ ツ マ イ モ 産業は これ ら人 口集中
地域 の 生活水準を向上さ せ ､ 同時に ､ 石 油資源 の 節約や環境汚染 の 抑制 ､ 食料増産を達成
で きる｣｡ 地球が抱 える三大課題を 一 挙に解決する - これが古在教授が閉鎖型苗生産シ ス テ
ム で実現 しようと措 い て い るサ ツ マ イ モ 産業 の シナ リオで あ る - ･ □ ■
筑紫 サツ マ イ モ に着目 した背景は何 ですか ｡
古在 戦後 の食糧難に苦 しん だ世代 の 一 人 で ､ サ ツ マ イ モ は頭 に こび り つ い て 離れ ない 作
物で した ｡ 日本 で は マ イナ ー な作物 で , 最近で は ､ 食料作物と い う観点で はなく ､ ビタ ミ
ン などを含んだ健康食品と とら えられて い た｡ で も ､ 素人 が栽培 しても多く の 収量が見込
める し､ やせ た土地 ､ 水が なくて も育 っ ｡ 菓 の部分も食 べ られ るの で ､ バ イ オ マ ス と して
使える の で はない か｡ こ う発想 した の は七 ､ 八年前の こ とで す｡
筑紫 それ まで研究の 対象だ っ た の は｡
古在 大学を卒業して か ら温室の環境制御を研究テ ー マ に掲げま した ｡ 人工光やc o2 , 温
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度 ､ 湿度 と い っ た植物にと っ て 欠か せ ない 物理 的な環境要素 を どう コ ン ト ロ ー ル すれば最
適環境が得 られ るか の研究です｡
花や野 菜が 主な研究対象 で ､ そ の 後中国をは じめア ジア 諸国を訪問 して い るう ちに ､ 社
会的に貢献でき るもの は何 か を考 え ､ そ の結果､ 食料用 作物 の ジャ ガイ モ ､ 植林用 の ア カ
シ ア ､ ユ ー カリ な ど - と広 げて いき ､ サ ツ マ イ モ も具体的な研究対象 と考 えるよ うに な っ
て いきます｡
温室 の 環境制御か ら組織培養苗 の 生産 - と移行 して い く過程で ､ サ ツ マ イ モ は組織培養
で病原菌を取り除く ( ウイ ル ス フ リ ー ) と収量が 2 0 - 3 0%上 が る ､ つ まり ､ 組織培養
効果が高い 作物で あ るの はわ か っ て い ま した｡
筑紫 サツ マ イ モ の 生産量で は中国が世界 一 と かo
古在 そ の とお り で , 世界の 生産量 の 約八○%と断 トツ ｡ 生 産量 の 六○ %が 主 に ブ タ の 飼
料です｡ 中国で の 生産量は - - ク タ ー ル 当たり約十八 ト ン で ､ 中国は六 百万 - ク タ ー ル 弱
の 栽培面積があ ると い われて い ます｡ 日本 の 栽培面積は 五万 - ク タ ー ル 弱 で ､ 生産 量 は 1
- ク タ ー ル 当たり約 二十数 ト ンす か ら ､ 中国の - %以下 の 生産量 しかな い の で す｡ 中国 ･
日本以外の ほ とん どの 国で は - クタ ー ル 当たり生産量が十 トン 程度と極端に低 い ｡ 苗の段
階か ら病原菌に汚染され て い た り で ､ ウイ ル ス フ リ ー の 苗 を使 えば収量 ア ッ プが数十% の
期待で きます｡
中国の 山東省 に行 っ た ときは ちょ うどウイ ル ス フ リ ー の 苗なら収量ア ッ プ に つ なが ると
中国で も意識 し始めた時期で ､ 世界 一 の 生産量を誇る中国の 生 産量 を変える こ と は世界 の
生産量を変える こ とに等 しい わ け です｡ そ こ で ､ 地球規模 の 課 題 を解決 し､ 同 時に ､ 新た
な用途開拓も可能 な苗生産シ ス テ ム を目指 した の です｡
筑紫 つ まり ､ ウイ ル ス フ リ ー で 品質の よ い 苗を つ く る の が 目的 - 0
古在 そうです ｡ 私が タ ッ チする の はあく ま で苗 の 生産｡ サ ツ マ イ モ か ら生分解性 プ ラス
チ ッ クや家畜 の飼料に する の は , そ の分野 の 専門 メ ー カ ー . そ の た め の 良質 な苗 を提供 し
た い ､ こ れが私 の 仕事｡
昭和四十五年以降 ､ 日本 で も世界的に もサ ツ マ イ モ に関する本格的 ､ 精力的研究は ほ と
ん ど行われ て お らず ､ 生分解性プラ ス チ ッ クや家畜飼料 ､ 水素ガ ス に して も､ だれ もが注
目 した の は トウモ ロ コ シ ｡ トウモ ロ コ シ を原料に した生 分解性プ ラ ス チ ッ ク生産 工 場 (午
間 1 4万 トン生 産) が米国の 大企 業が米国ネブラ ス カ州 で 20 02年に稼働 を開始す ると言わ
れ て い ます｡
植物 バ イオテ クノ ロ ジ ー (遺伝子組換え植物)に関 して い えば､ 米国の ほ ぼ独り勝ち｡ 東南
ア ジア ､ ア フ リ カ ､ 南米な どバ イテ ク を最も必要と して い る地域は米国 の 会社が取得 した
特許 の 使用量を支払うこ とが 出来ずに ､ 事実上 ､ バ イ テク の 恩恵を広く受 けられ な い 状況
にあり ます ｡ そ の 点 ､ サツ マ イ モ は今 だ欧米で は余り注目 して い ない ｡ 日本で は企業 の 注
目度は最近高くな っ たば か り です｡
筑紫 研究テ ー マ と して もお も しろ い し ､ 独自の 成果を出せ る可能性が あり ますね｡
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■ □ - 一 方､ もうひと つ ､ 別 の 動きもあ っ た ｡ 研究に乗り出そうと して い た とき ､ 国際農
業技術ボラ ンテ ィ ア の ような組織を日本 で立 ち上げない か と い う話が ､ 米国か ら古在教授
ら日本 の 関係者に打診が あ っ た｡ バ イテ ク の 専門知識をも つ 研究者が発展途上国 で技術指
導や支援する の が狙 い だ｡
バ イテ ク と い っ て も植物バ イオ に限定され て い た｡ こ れ には遺伝子組み換 え植物と組織
培養苗生産 の 二 つ があり ､ 古在教授は組織培養苗生 産を担当する ｡ こ こに サ ツ マ イ モ が念
頭にあ っ た の は い うまで もない ｡
六年前 ､ 古在教授は ｢サ ツ マ イ モ が 二十 一 世紀 の 地球を救う｣ 研究プ ロ ジ ェ ク トを立ち
上げて い るが ､ こ の ボラ ンテ ィ ア 活動もプ ロ ジ ェ ク トを興す伏線にな っ て いく - ロ ■
筑紫 そ して ､ 開発され た の が ｢閉鎖型苗生産シ ス テ ム｣ ですね ｡
古在 温室で は自然光で苗を つ くり ます が ､ 組織培養苗 は人 工光を使う の が普通で ､ 建物
内で苗を つ く るわけです｡ 温室派は人 工 光では電気代が かかる ､ 建物にも投資が必要だ し､
ラ ン ニ ン グ コ ス トもよけい にか かる と考 える｡ 組織培養派は電気代が か か ると は考えて い
ない ｡ 実際に コ ス ト計算する と､ 電気代は全 コ ス トの せ い ぜ い 五% 前後です｡ また ､ 組織
培養する際 ､ 人 工光を効率的に使 っ て い る かと い うと ､ ム ダ使 い して い る面もありま した｡
温室 で苗生産する場合は電気代が 要 らない 半面 ､ 暑い 夏は窓を開ける｡ すると ､ 虫が入
っ て きて 病原菌がまき散らされ , 農薬が必 要 になります｡ 冬は寒 い の で暖房する ｡ 閉め切
っ たまま で暖房すると , 湿気が出て 病気に なりやす い ｡ こう した課題 を総合的に判断 して ､
完全に閉鎖 した空間で 人 工光を使 っ た ほ うが品質 ･ 資源節約な ど多く の 面 でメ リ ッ トが あ
ると い う結論 に達 した わけです｡
筑紫 そ の メリ ッ トをもう少 し具体的に｡
古在 まず ､ 技術改良により電気代は従来 の数分の 一 に節減で き ます｡ 冷房用 エ ア コ ン に
よ る凝結水もきれ い で ､ 少 し消毒す るだ けで潅水に使え る｡ 水 の 循環が でき る の で ､ 水使
用量 も五分 の - く ら い で 済む o 農薬 も要 らない し､ 苗を生育促進させ る光合成 の た め の C
O2 も､ 閉鎖状態だから供給 した C O2 の 九五%が吸収される o これ ら諸 々 の フ ァ ク タ ー を
実験室規模 で つ ぶさに調 べ た結果 ､ 資源的にも環境保全 の 面 で も閉鎖型が適 して い る こ と
がわ か り ま した｡
筑紫 閉鎖型 シ ス テ ム で苗を つ く るプ ロ セ ス は｡
古在 きわ めて 簡単です｡ サ ツ マ イ モ はツ ル 性 の植物で , 農家で は葉が六 ､ 七放 つ い た も
の を切 っ て 畑に挿 して いきます｡ そ こ か ら根が出て イ モ がで きますね ｡ 閉鎖型 シ ス テ ム で
は ､ ツ ル を菓 一 枚 ごと切 っ て それ を ト レ イ に植 えます｡ 数日 で根が出始め ､ 二 週間 ぐらい
で菓が 五枚 ぐら い 出て くる の で ､ こ れ をまた葉 一 枚 ごとに切 っ て ト レイ に植 えて 増や しま
す｡ ほ ぼ二週間で 五倍 ､ - ケ 月 で 二十 五倍 ､ ニ カ月 で六 百二 十五倍に増えます｡ こ の苗を
畑に植 える の です｡
従来 の畑に挿 して い く方法とは違 っ て ､ すで に根が出て い る の で ､ 生長速度も早 い ｡ こ
の 閉鎖空間で つ くる の は苗だけ です｡
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筑紫 現在 ､ サ ラダナ をは じめ各種 の植物工 場が 動 い て い ますが ､ 商品 の コ ス ト高が大き
な悩み と い う声をよく聞きます｡ それは商品 ( 作物)ま で 工場内で 一 貫 して つ く る の が 要
因なの で し ょ うね ｡ エ ネル ギ ー コ ス トも増える ほ か ､ 生産に携 わる人件費も大きく なる で
し ょ うか ら｡
古在 私たちは 工場内で人 が食 べ るもの ま で つ く る と コ ス ト競争力が なくなると考 え ､ 苗
生産だけに絞り込 んだ の で す｡
筑紫 こ の シ ス テ ム が成功 した の は ､ もうひ と つ の 重要なカ ギが あっ たそうですね ｡
古在 組織培養培地 に糖 を加 えな い こ と で し ょ う｡ 従来 ､ 糖を含ん だ培地 を使わ ない と組
織培養植物は育たな い と い わ れて きま した｡ しか し ､ 糖 が含 まれて い る と ､ カ ビが 一 つ で
も入 ると , 数日 で培地が カ ビだらけにな っ て しま い ､ 植物 は死ん で しま い ます｡ そ の た め ､
試験管や フ ラ ス コ な どに小分け して生育させ ない と い けない ｡ こ の 作業はた い - ん です｡
でも ､ よく 考えて い ただく とわ か る の ですが , 農家で は畑 に糖を蒔きますか ｡ 糖 がなく
て も植物は光合成で 生長 します｡
+ □ ･ ･ ･教授は こん な実験を して みたム
外で芽が 出た植物 を培養器 に入 れた もの と入れ ない も の で 生育 の 状態を比較 した と こ ろ ,
培養器に 入 れた植物は生育が遅 い こ とがわ か っ た ｡ 遺伝的に同 じもの なの に何が生育を 阻
害 して い る の か ｡ 環境条件に ある の で はな い かと ひ らめき､ C O2 を供給 して み た｡ C O2 を
供給する と , 糖 なしに したほ うが培地 で よく育 つ こ とを見 い だ した｡ 従来 の 常識 を覆 した
こ の 方法は無糖培養法と呼ばれ て い る｡
とこ ろが , 思 っ たほ ど普及 して い ない と教授は顔を曇らせ る｡ 従来 の 培養法と はま っ た
く違 っ た発想だか ら , 従来 の もの を改良した だけで はうまく い か ない か らだ と い う｡ 既成
の 方法が確立 して い るとこ ろ で は受 け入 れ られる の はむず か しく ､ こ の た め ､ ベ トナ ム や
中国な どで 実用化 されたそうだ ｡ これもボラ ン テ ィ ア活動 の成果で ある｡
当時は糖が なくて は植物は生きられ ない はず ､ デ ー タを軽造 して い るの で はない か と抑
輪された こ と もあ っ た そ うだ が ､ ｢日本 で の 普及 は 時間 が解決する で し ょ う｡ 常識を打ち破
る挑戦こそ ､ 研究者と して の 生きが い｣ と教授は相好 を崩す - □ ●
筑紫 サ ツ マ イ モ を利用 して 生分解性プ ラス チ ッ ク や家畜飼料 を つ く る動き が出て き ま し
た｡ 四月 に ト ヨ タ自動車がイ ン ドネ シ ア に新会社 を つ くり ますね ｡ これに 協力され る - 0
古在 え え｡ これ もボ ラ ン テ ィ ア活動が縁です｡ ある と こ ろで講演 した とき ､ ト ヨ タ系 シ
ン ク タ ン ク の 人 が こ の 内容をト ヨ タ の 首脳 に紹介 したそ うです. トヨ タ は新事業開拓 の
一
環 と して 二○ - 五年か ら二○年にか けて 自動車プ ラ ス チ ッ ク部品 の数十%を生分解性 プ ラ
ス チ ッ ク に した い ､ また水素確保 の た め の 研究も本格化 した い と い う戦略を練 っ て い た 時
期だ っ たそうです｡
首脳陣を前にサ ツ マ イ モ 産業 の展望に つ い て 持論を述 べ , これ を受け て ､ トヨ タは独自
に マ ー ケテ イ ン グ調査や コ ス ト調査 などを行 い ､ トウモ ロ コ シ に対抗 し得 ると判断 して イ
ン ドネシ ア に新会社 を つ く る ことに なっ たようです｡
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筑紫 先生の 研究開発協力は苗生産だ けですか o
古在 私は苗だけです｡ こ の プ ロ ジ ェ ク トは具体的には ある企業を窓 口 に した もの で ､ 私
た ちは苗生産 ､ 農水省 の農業試験場が品種開発 ､ 私立大学 の渡辺 教授が病気関連 でそ れぞ
れ協力する体制です｡
筑紫 サ ツ マ イ モ か ら生分解性プ ラ ス チ ッ ク を つ く るプ ロ セ ス は ､ 確立され て い る の で し
ょ うか ｡
古在 ほ とん ど決ま っ て い て ､ あ とは産業的に どう つ く るか ですね ｡ サ ツ マ イ モ か らデ ン
プ ン をつ くり ､ デ ン プ ン か らポリ乳酸に変 えて か ら生分解性 プラス チ ッ ク を作ります｡ 工
業技術的には確立 されて い るの で ､ あと は いか に効率よく大量生産する か がポイ ン トで し
ょ う｡
■ ロ ･ ･ ･ また ､ N A S A(米航空宇宙局) が サツ マ イ モ を宇宙ス テ ー シ ョ ン で の 有力栽培作
物 の 一 つ に取り上 げて い る. ｢私と して は意識 して い な か っ たが , 閉鎖型苗生産 シ ス テ ム は
宇宙環境と つ なが っ て い て , 宇宙植物生産 にか かわ っ て い る人 たちが注目 して い るようだ｣
と教授 ｡
宇宙で は エ ネ ル ギ ー をム ダ使 い しない , 廃棄物を出さない こ とが前提だ か ら , こ の シ ス
テ ム は結果と して ピ ッ タリだ っ た わけだ ｡
特に注目され た点は - と聞く と ､ ｢最小 エ ネル ギ ー で植物を生産す る点｣ だ っ た そ うだo
こ れま で , N A S Aは膨大な研究費 をふ ん だんに使 っ て ロ ケ ッ ト打ち上げ技術な どの 開発
を推 し進めて きたが ､ 宇宙ス テ ー シ ョ ン では限られ た エ ネル ギ ー を有効利用す る こ とが求
められ る｡ これ に フ ィ ッ トした の だ ･ - □ ■
筑紫 N A S Aから接触はあ っ た の で し ょ うか｡
古在 三年く ら い前に N A S Aの 会議 に呼ばれ て シ ス テ ム の 概要 を説明 しま した し ､ 昨年
秋にカナ ダで開かれ た人 工光に よる植物栽培 の 国際シ ン ポ ジウム で も講演 しま した｡ そ の
シ ン ポジ ウム に N A S Aの 人 もい ま した ｡ 私達とプ ロ ジ ェ ク トを組む と い う話 では なく ,
互 い に情報交換 して い る程度 です｡
筑紫 日本国内で は トヨ タ以外 の企業と共同研究など展開されて い ます か｡
古在 ト ヨ タ の シ ス テ ム は 大規模用 と位置づ けて お り , 農家や種苗会社 を対象に した 園芸
作物用 実用版は他の 企業と共 同開発中です｡
ただ ､ こ れ にはむずか しい と こ ろもあり ま して ね ｡ 花や園芸作物の 業界は人 工 光を使 っ
て い ない の で ､ 環境制御をは じめと した技術や ノ ウハ ウが ま っ たく違うの で す｡ さらに ､
私た ちの シ ス テ ム は人 工 光に蛍光灯を使 い ､ 家庭用 エ ア コ ン ､ 家庭用加湿器 ､ パ ソ コ ン と
い っ た 大量生産され七 い る コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス が最も高い機器で構成 して い ます｡ 業務
用 しか手が けて い ない施 工会社は ､ 家庭用電気製品を使うノ ウハ ウがない の です｡
筑紫 むずか しい もの で すね｡ 健康食晶や医薬品会社とは｡
古在 ま だで す｡ 一 挙に手を広げる こと は できません の で ｡ でも､ サツ マ イ モ 苗が 一 段落
したら､ 次は薬草をやりた い ｡ 薬草は重さよりも中に含まれる成分で価値が決ま ります｡
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健康ブ ー ム でもあり ､ 付加価値 の 高 い 薬草に新た にチ ャ レ ン ジ した い ですね｡
■ 口 - 日 本 の サ ツ マ イ モ 生産量百 二 十万 ト ン の うち､ 四 五 % 程度が食料用 ､ 二○%がデ ン
プ ン 用 ､ 七%がア ル コ ー ル 用 ､ 七%が加 工食品用 , 六 %が飼料用 ､ 残り は農家の 自家消費
用 ､ 種イ モ だと い う｡ 用途開拓が進 めば､ 使われて い る比率も変わ っ て く る｡
こ の サ ツ マ イ モ も東南ア ジア な どで さらに収量ア ッ プが可能 になれ ば､ 急激な人 口 増加
を支 える食料になる｡ 加 えて ､ 付加価値 の 高 い新 し い 素材や健康食晶 ､ 医薬品 ､ エ ネ ル ギ
ー に転換できれば､ 食料 ･ 資源 ･ 環境と い う三大課題 を同時並行的に克服 できる｡
こ の 青写真 ､ 古在教授 は十年以内には 可能と予測するが ､ 実現すれ ば日本独 自の 国際貢
献になるだけに ､ そ の 意義はきわめ て 大きい ｡ 広く普及させ るに はまだ課題は多い ようだ
が ､ 現実となる 日が近 い こ とを期待 した い - □■
◇古在 豊樹氏 (こ ざい ･ とよき) の 横顔
19 43年 (昭和 18年) 東京都出身｡ 67年 ､ 千葉大学園芸学部園芸学科卒｡ 7 2年 ､ 東京大学
大学院農学系研究科博士課程修了 ､ 農学博士 (東大)｡ 73年､ 大阪府立 大学助手 (農学部)､
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